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　「朝日まちなみプラン」を住民の皆さんにより身近に感じていただくため、プランに基づく町
や地域の皆さんの動きを≪まちなみ通信≫として紹介します。

　朝日町の東海道の中で最も桑名寄りに位置する縄生地区の桜並木は、地域の花見スポットとして桜の時期に多く
の人の目を楽しませてきました。
　朝日町の東海道の入り口とも言えるこの場所を、「朝日まちなみプラン」に基づく景観に配慮したより魅力的な
場所にするため、平成30年度に朝日まちなみプラン検討ワークショップにおいて町民の皆さんとともにあるべき
姿を検討し、以下の改修整備計画案を練り上げました（この様子は平成30年12月広報掲載のまちなみ通信第７号
で紹介しています）。

縄生地区の桜並木を改修しました！

　昨年度工事に着手し、多くの方のご尽力により令和３年３月末に無事完成しました！ここでは計画案がどのよう
に反映されているかを中心に、今回の整備の概要を個別にご紹介します！

案内看板

計画案：誘導案内板および総合案内板の整備の整備
→近鉄伊勢朝日駅前ポケットパークと同様の屋根付き
の案内板ができました！なお、朝日町全体を案内する
総合案内板の整備も計画されていましたが、設置個所
等の問題から反映できませんでした。

小径

計画案：歩きやすく整備する（舗装まではしない）
→歩きやすさを重視し、透水性のあるスラグ舗装を
実施しました！

【計画案】

透水性スラグ舗装


